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渦の大きざの 変化につ い て

＊

辻 宏樹 ・伊藤 久徳 （九大院 ・理）

1　 は じめに

　台風の大きさは台風に よる暴風 、 大雨 、 洪水 、

高潮 などの災害 による被害の 大 きさに影響する重

要な要素である 。 しか し 、 台風の大きさに つ い て

は、台風の強さ と比べ て 関心が薄 く、わか っ て い

ない こ とが多い 。

　これ までに 、 台風の 大きさ と強さの 間の 相関は

弱い こ と （Merrill　1984）や 、台風の大きさは、元

となる熱帯低気圧の大きさで決まり、 発達途中に

は相対的 に変化 しない （他の熱帯低気圧 と比べ て

小さな熱帯低気圧か ら生 じた台風は 成長 して も他

の台風と比べて小さい まま）とい うこ と （L餽 eta ユ．

2010）が調べ られてい る。 また 、 数値実験に よ り、

台風の外側領域が活性化する こ とで 台風が大型化

する こ とがい くつ か の 研究で 報告されて い る 。 し

か し、これ らの研究で は 、 台風の大きさを決める

メカニ ズムは説明されて い ない 。

　本研究では 、 台風の大きさを決める要素を調べ

るために、台風を想定した渦に積乱雲を想定 した

強制を与え 、 どの よ うな強制によ っ て渦の大 きさ

が変化するか を調べ る こ とを目的とする 。 は じめ

に 、 複雑な構造を持つ 渦で ある台風を構造の 単純

な二 次元 の 渦 として
一

般化して考え、こ れ に積乱

雲を想定 した強制を与えて渦の大きさの変化を見

る。 次に三 次元の 渦で の 場合を調べ る こ とで 、 台

風の 大きさを変化させ る要素に つ い て調べ る。

2　数値モ デル と実験設定

　二 次元の 数値実験で は 、 浅水波モ デルを用い た。

領域は 5120kmX5120k 皿 、モ デル の 平均水深

は 1．2km 、解像度は △ x ＝ △y ＝ 5km 、 緯度は

15
°
で
一
定と した 。 初期渦は DeMaria　and 　Cha皿

（1984）の風分布を与え、初期渦の 半径は 480km

とした 。 渦の 大きさの指標には 、 風速 15m ／s 以上

の領域の半径 （R15）を用い た 。 積分は 5 日間行 っ

た 。

　強制は Potentia　［　Vorticity（渦位、　PV ）で与えた 。

積乱雲の 発生は 、 潜熱解放に よる温度上昇、 低圧

化に対応する 。 モ デル中で の 低圧化は PV の 増加

に対応して い る の で 、強制と して PV を与える こ

とが積乱雲の 発生に対応する 。 強制は 、 中心か ら

ある距離 （強制の位置）の ランダムな方位角の場所

を 中心 と して 、ある半径の 大き さ の 範囲 （強制の

大きさ）に約 20 分に 1度の 間隔で与えた。

3　結果

　強制の 位置を 固定し、強制の大き さ と強制の強

さ （低圧化の強さ）を変化させた実験で は 、
これ ら

を大き くするほ ど、渦内部に存在する PV の総量

は増加し、 R15 は大きくな っ た 。

一
方で 、 強制の大

きさと強さを固定 し、強制の 位置の みを変化させ

た 実験で は 、 渦の 中心付近に強制を与えた場合の

ほ うが 、 渦内部に存在 する PV の総量が多 くな っ

た 。 に もかか わ らず R15 は、強制を初期渦内部に

与え る限 り、 強制の位置によらず同じ値とな っ た 。

こ の 実験に つ い て、方位角平均した接線風速を時

間平均する と 、 強制の 位置よ りも渦の外側の接線

風の 分布が、強制の 位置に よらず等しい こ とがわ

か る （図 1）。
こ の こ とから、強制の 大きさと強さが

R15 の大きさに 関係してい る こ とが考え られる 。

　実際に、強制の 大きさを L 、強制の強さを hmanc

と置 くと 、 R15 は L2hmax とい う量に関係してお

り、L2んmax が等 しい 場合、強制の 大きさと強さ

が異な っ て も R15 は等 しくなる 。 こ の こ との詳し

い 考察 、 お よび三 次元モ デルの 結果 に つ い ては、

学会にて述べ る予定で ある 。
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図 1．強制の 大きさと強さを固定 した 実験結果 の 接線
風速を方位角平均 し、時間平均 した図 。 時間平均は積
分終了前 150分間分。縦軸は風速、横軸は中心か らの

距離を示す 。
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